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【公開番号】特開2013-59631(P2013-59631A)
【公開日】平成25年4月4日(2013.4.4)
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ   9/01     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   9/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   9/12     (2006.01)
   Ｃ１１Ｂ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ   9/01    　　　Ｒ
   Ａ６１Ｌ   9/04    　　　　
   Ａ６１Ｌ   9/12    　　　　
   Ａ６１Ｌ   9/01    　　　Ｙ
   Ｃ１１Ｂ   9/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月29日(2013.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
芳香液を吸上げて容器の外部に揮散させるための吸上揮散部材を備えている容器に、香料
及び界面活性剤を含有する芳香液が収容されてなる芳香剤であって、
上記界面活性剤が、ポリオキシエチレン硬化ひまし油エーテル及びポリオキシアルキレン
デシルエーテルからなる群から選択される少なくとも１つの非イオン性界面活性剤を含有
し、
上記芳香液が、香料１重量部当たり界面活性剤を０．４～１重量部の比率で含有し、且つ
透明であることを特徴とする芳香剤。
【請求項２】
上記芳香液がナノエマルジョン形態である、請求項１に記載の芳香剤。
【請求項３】
下記第１及び２工程を経て製造される、請求項１または２に記載の芳香剤：
香料１重量当たり界面活性剤が０．４～１重量部の比率を満たし、且つ香料と界面活性剤
の合計量１００重量部当たり水性溶媒が１００～６００重量部となる比率を充足するよう
に、香料、界面活性剤、及び水性溶媒を混合することにより、香料濃縮液を調製する第１
工程、及び
第１工程で得られた香料濃縮液に対して更に水性溶媒を混合することにより、芳香液を調
製する第２工程。
【請求項４】
前記第２工程で得られた芳香液を、更に超音波処理及び／又は高圧乳化処理に供すること
により製造される、請求項３に記載の芳香剤。
【請求項５】
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上記芳香液中の界面活性剤の濃度が０．４～３重量％である、請求項１乃至４のいずれか
に記載の芳香剤。
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